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草
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行

地
〔
崎
一
歓
け

タ
ふ
エ
〔
エ
(員

一
ω
の
(
谷
の
会
会
有
-念
←t一帆一

紀

高
地
交
ル
の
ウ
ウ
委
メ
第
A

介
の
山
会
水
回
リ
記
誕
生
日

・

上

高
英
ォ
し

一

一

・

∞
一
凶
事

霧
南

他
岳
一
一
一
日
-フ
谷
基
盤
叫

行
図
そ

P

紋
旧
上
日
ウ
事
初

U

書
r
r

の
山

第

ヒ
神
年

一冗

る
研
究
講
習
お
よ
び
外
国
同
好
者
の
利

一
得、
会
員
諸
氏
か
ら
備
品
の
寄
贈
が
あ

用
。
同
譲
渡
契
約
相
手
方
は
日
本
ア
ル

一
っ
たこ
と
は
あ
り
が
た
く

、

特
に
藤
島

プ
ス
案
内
組
合
安
曇
支
部
長
上
条
安
曇
一
会
員
か
ら
の
鉄
板
製
大
型
で
頑
丈
な
ス

村
長
(
飯
田
屋
主
人
は
名
を
出
さ
ず
、

一ト
l

ブ
は
大
い
に
役
立
っ
た
。

建
物
は
同
人
か
ら
山
岳
会
に
寄
贈
し
、

一
か
く
て
六
月
二
十
一
日
改
修
落
成
の

当
方
か
ら

は
謝
礼
を
出
す
)
。
伺
交
渉

一報
を
受
け
て
喜
ん
だ
の
も
束
の
問
、

七

成
立
の
上
は
保
存
登
記
を
す
る
。
同
運

一
月
四
日
出
水
の
た
め
、

小
屋
流
失
と
の

営
委
員
会
を
設
け
本
部
と
信
濃
支
部
と
一
電
話
で
驚
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
八
月
六

が
協
力
し
て
運
営
に
当
る
。
一

日
太
田
理
事
と
同
行
、

松
本
か
ら
高
山

右
の
次
第
は
四
月
六
日
の
理
事
会
に
一
支
部
長
と
飯
田
屋
さ
ん
を
加
え
て
現
地

報
告
さ
れ

、

引
続
い
て
現
地
で
は
高
山

一を
検
分
し
た
。
小
屋
は
西
穂
か
ら
派
生

支
部
長
、

本
部
で
は
折
井
(
総
務H
松
一
す
る
善
六
沢
下
流
の
小
扇
状
地
に
あ
る

本
市
出
身
H

)
、
太
田
(
経
理
)
両
常
務
一
の
だ
が
、

豪
雨
で
沢
が
抜
け
て
テ
ッ
ポ

理
事
が
主
と
し
て
各
方
面
と
の
交
渉
に

一
ウ
水
と
な
り
樹
木
を
な
ぎ
倒
し

、

大
小

当
っ
た
。

関
係
官
庁
の
厚
生
省
国
立
公

一
の
岩石
を
押
し
流
し
て
マ
ト
モ
に
小
屋

園
部
(
大
井
課
長
)、

国
立
公
園
上
高
一
の
背
面
を
襲
っ
た
か
ら
ひ
と
た
ま
り
も

地
管
理
事
務
所
(
一
二校
レ
ン
ジ
ャ

1

)、

一
な
く
押
し
流
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

松
本
営
林
署
長

、

島
々
担
当
区
主
任
一
が
、

大
木
が
横
た
わ
っ
て
巨
岩
を
食
い

(
湯
川
事
務
官
)、
上
条
安
曇
村
長
な
ど

一止
め
た
お
か
げ
で
、
小
屋
は
床
上
う
ず

い
ず
れ
も
好
意
的
で
交
渉
は
円
滑
に
進
一
高
く
砂
礁
に埋
ま
り
、

そ
の
重
み
で
流

ん
だ
。
ま
た
建
築
に
つ
い
て
は
松
本
熊

一
失
を
免
が
れ
た
。
入
れ
た
ば
か
り
の
畳

次
郎
会
員
が
資
材
の
調
達
や
施
工
に
絶
一
建
具
は
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
り

、

台
所

大
な
援
助
を
与
え
ら
れ
、

近
藤
茂
吉
名
一
や
便
所
が
相
当
い
た
み
は
し
た
が
修
理

誉
会
員
か
ら
資
金
に
つ
い
て
ご
配
慮
を
一
に
堪
え
る
と
わ
か
っ
て
一
安
堵
し
た
。
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新
し
い
山
岳
研
究
所
が
開
設
の
運
び

に
至
っ
た
機
会
に
、

そ
の
前
身
た
る
上

高
地
山
荘
(
山
岳
綜
合
研
究
所
)
の
由

来
を
書
き
残
す
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

、

上
高
地
に
あ
っ
た
案
内
人
組
合
の小

屋
は
も
と
警
察
の
派
出
所
だ
っ
た
そ
う

だ
が
、

そ
の
後
実
際
上
は
松
本
駅
前
の

飯
田

屋
旅
館
主
人
の
モ
ノ
に
な
っ
て、

同
人
が
時
々
使
っ
て
い
た
ら

し

い
。
と

こ

ろ
が
パ
ス
の
終
点
に
案
内
人
組
合
の

建
物
が
出
来
た
た
め
、

こ
の
小
屋
は
存

在
の
理
由
が
な
く
な
っ
た
。

い
ろ
い
ろ

な
方
面
か
ら
入
手
の
希
望
が
出
た
が

、

国
立
公
園
地
域
内
で
あ
る
上
に
前
記
の

事
情
も
あ
っ
て
、

許
可
が
お
り
そ
う
も

な
い
。
こ
の
話
を
高
山
信
濃
支
部
長
に

伝
え
た
の
は
西
穂

山
荘
の
村
上
守
君

で
、

昭
和
三
十
六
年
二
月
こ
ろ
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

山
岳
会
で
は
高
山
氏
の
申
出
に
基
き

理
事
会
で
協
議
の
末
こ
れ
を
譲
り
受
け

る
こ

と
に
決
し
た
。

当
時
会
長
だ
っ
た
私
は
、

三
月
下
旬

西
穂
の
積
雪
期
登
山
技
術
指
導
者
講
習

会
の
帰
途
、

高
山
支
部
長
と

松
本
営
林

署
に
大
内
署
長
(
松
高出
身
)
を
訪
ね、

当
方
の
意
向
を
述
べ
て
懇
請
し
た
。
そ

の
話
に
よ
る
と
、

こ
の
小
屋
は
特
別
の

は
か
ら
い
で
黙
認
し
て
い
る
の
だ
か
ら

本
来
の
目
的
以
外
に
は
使
え
な
い、
自

然
取
り
こ
わ
す
他
は
な
い
の
だ
か
ら

、

全
国
的
な
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
が
登

山
技
術
研
究
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の

は
当
方
と
し
て
も
好
都
合
だ
と
、

極
め

て
好
意
的
に
許
可
の
内
意
を
示
さ
れ
た

の
で
、

計
画
実
現
の
目
埠
か
つ
い
た
。

当
方
の
方
針
は
次
の
通
り
だ
っ
た
。

H
使
用
の
目
的
は
山
岳
と
登
山
に
関
す

)
わ
会

問
初
岳
〉

『
，
，
、
.
，
.

川
市
阿
山
C

岬
川
本
A
.

町
山
口
F
t

冒
E
M

i一
日
.
日
(

舵
月
団
人

Q
U

社
法

こ
と

日

高
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こ
の
と
き
の
豪
雨
は
す
さ
ま
じ
く

、

対
岸
の
五
千
尺
ホ
テ
ル
背
後
の
沢
も
出

水
が
あ
っ
た
が
、

逮
よ
く
中
途
で
止
っ

た
。
営
林
署
が
手
が
け
た
後
始
末
と
土

止
め
堰
堤
築
造
の
着
工
が
お
く
れ
て
気

を
も
ま
さ
れ
た
。
こ
ん
ど
の
出
水
と
こ

れ
ら
復
旧
工
事
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
や
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
が
入
り
こ
ん
だ
結
果
、

樹

木
に
固
ま
れ
て
閑
静
だ
っ
た
山
荘
の
ま

わ
り
の
木
立
ち
が
透
け
、

路
か
ら
よ
く

見
え
る
よ
う
に

な
り
、

ま
た
沢
の
川
床

が
高
く
な
っ
た
た
め
水
の
手
が
不
便
に

な
っ
た

の
で
井
戸
を
掘
っ
た
。

小
屋
の
修
理
が
整
っ
た
十
月

二
十
九

日
の
日
曜
に
安
曇
村
長

、

営
林
署
代
表

、

レ
ン
ジ
ャ
l
、

上
高
地
の
旅
館
主
人
た

ち
、

村
上
君
や
飯
田
屋
主
人
な
ど
を
招

い
て
沼
と
折
詰
を
供
し
風
呂
敷
を
配
っ

て
さ
さ
や
か
な
落
成
式
を
開
い
た
。
東

京
か
ら
山
崎
、
川
上
、

日
下
回
、

高
橋

進
各
理
事
お
よ
び
片
桐
、

竹
田
、
山

野

井
の
諸
氏
と
地
元
の
高
山
支
部
長
、

百

瀬
会
員
が
参
加
し
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

以
上
の
次
第
は
十
一
月
二
日
理
事
会

で
山
崎
理
事
か
ら
報
告
が
あ
り

、

さ
ら

に
会
報
第
一
二
八
号
誌
上
で
従
来
の
経

過
を
報
告
し
、

山
岳
会
の
綜
合
研
究
所

と
し
て
登
山
技
術
の
講
習
や
各
種
の
研

究
調
査
の
拠
点
ま
た
は
小
集
会
の
会
場

と
し
て
会
員
の
利
用
に
供
す
る
旨
を
披

露
し
、

正
面
の
見
取
図
と
平
面
図
を
添

え
た
。そ

の
規
模
は
木
造
平
屋
建
二
一
坪、

室
数
四
(
八
畳
、

六
畳
各
一
、

四
畳
半

二
)、
風
呂
場
、

炊
事
場
、

物
置
。
収
容

人
員
二
O
、

資
金
計
画
は
総
額
二
八
O

( 1 ) 
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万
円

(
建
設
費
一
七O
万
、

付
帯
工
事

費
五
O
万
、

造
作
備
品
等
四
O
方
、

予

備
費
二
O
万
)、

右
所
要
経
費
は
同
時

に
発
表
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
ル
l

ム
移
転
費

二
二
O
万
円
と
合
計
五
O
O
万
円
に
つ

い
て
会
員
の
寄
付
を
要
請
し
た
。
(
所

要
経
費
決
算
の
内
訳
は
残
念
な
が
ら
判

明
し
な

い
)

次
い
で
翌
三
十
七
年
四
月
の
総
会
席

上
近
日
中
に
山
荘
使
用
の
見
透
し
が
つ

い
た
旨
を
披
露
し
、

会
報
二
二
二
号
で

六
月
付
け
の
上
高
地
山
荘
使
用
規
程
を

発
表
し
た
。

使
用
料
(
朝
夕
二
食
付
)、

会
員
一
泊
四
O
O
円
、

非
会
員
六
O
O

円
。
自
炊
は
遠
慮
、

副
食
物
持
参
、

収

容
人
員
二
O
(
備
付
寝
具
一
O
名
分
)
。

山
荘
開
設
に
当
っ
て

問
題
と
な
っ
た

の
は
登
山
研
修
会
等
の
拠
点
と
し
て
簡

素
な
も
の
に
す
る
か
、

会
員
の
家
族
づ

れ
や
外
国
の
登
山
家
な
ど
の
宿
泊
に
適

す
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
的
の
も
の
に
す
る

か
の
点
で
あ
っ
た
。
当
時
の
上
高
地
の

実
情
や
資
金
な
ど
と
関
連
し
て
い
ろ
い

ろ
意
見
が
出
た
が
、

結
局
現
存
の
家
屋

に
手
を
加
え
る
程
度
の
簡
素
な
も
の
に

落
ち
つ
い
た
。
管
理
人
は
な
か
な
か
適

任
者
が
見
付
か
ら
ず
、

相
当
出
入
り
が

あ
っ
た
末
、

案
内
組
合
を
隠
退
し
た
平

林
次
男
老
夫
妻
が
引
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
高
山
支
部

長
と
村
上
守
君
の
お
骨
折
り
を
煩
わ
し

た
。
松
本
在
住
の
小
里
頼
忠
会
員
も
よ

く
気
を
配
っ
て
く
れ
た
。

山
荘
は
当
初
よ
く
会
員
に
利
用
さ
れ

そ
の
聞
に
は
川
上
理
事
引
率

の
防
衛
大

学
山
岳
部
や
台
湾
と
韓
国
の
山
岳
会
員

の
合
宿
な
ど
に
役
立
っ
た
が

、

会
員
の

利
用
率
は
減
る
一
方
で
、

宿
に
あ
ぶ
れ

た
登
山
客
が
宿
屋
や
レ
ン
ジ
ャ
l

の
紹

介
で
泊
る
ほ
う
が
多
く
な

っ
た
。
人
の

い
い
平
林
夫
妻
は
よ
く
彼
等
の
世
話
を

し
た
が
、

山
荘
本
来
の
趣
旨
か
ら
い
う

と
物
足
り
ぬ
こ
と
で
、

古
い
家
屋
が
朽

損
す
る
事
情
も
あ
り
、

昭
和
四
十
四
年

登
山
期
終
了
と
と
も
に
十
月
一
杯
で
閉

旧山荘前の平林夫妻

山
研
は
開
設
二
年
目
を
迎
え

、

お
か

げ
で
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
ま
し
た
。
し

か
し
、

申
込
方
法
に
誤
解
を
生
じ
た
点

が
あ
り

、

昨
年
度
の
利
用
者
三
四
五
名

(
例、

七
月

、

会
員
、

非
会
員
共
で
一
四

名
)
と
い
う
結
果
、

宿
泊
費
収
入
が
四

九
万
円
と
、

運
営
費
の
三
分
の
一
程
度

で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

、

目
的
と
す

る
独
立
採
算
制
は
夢
物
語
で
す
。
ぜ
ひ

会
員
多
数
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ご
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
規
定

の
申
込
方
法
を
改
定
、

ま
た
利
用
料
金

の
値
上
げ
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
切
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

七
月
十
日
理
事
会
の
議
決
に
よ
る
山

研
使
用
規
定
は
次
の
通
り

で
す
。

鎖
さ
れ
て
次
の
時
代
を
迎
え
る
に
至
っ

た
。
平
林
老
人
は
閉
鎖
の
翌
年
持
病
の

高
血
圧
の
た
め
死
去
さ
れ
た
。
な
お
小

屋
の
照
明
は
電
灯
は
最
初
か
ら
無
く
、

最
後
ま
で
ラ
ン
プ
で
あ
っ
た
。

以
上
な
が
な
が
と
昔
話
を
披
露
し
た

の
は
、

新
し
い
山
岳
研
究
所
の
運
営
に

つ
い
て
多
少
な
り
と
も

参
考
に
な
る
か

と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る

。
新
山
荘
は
林

山
岳
研
究
委
員
が
会
報
第
三
二
五
号
に

発
表
さ
れ
た
通
り
、

登
山
の
拠
点
、

研

究
集
会
、

会
員
の
休
養
滞
在
、

外
客
の

接
待
等
に
あ
て
ら
れ
る
の
だ
が
、

そ
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
本
部
(
担
当
理

事
)、

地
元
(
信
濃
支
部
)、

現
場
(
管

理
人
)
の
三
者
間
の
常
時
緊
密
な
連
絡

と
協
調
が
根
本
で
あ
っ
て
、

最
も
重
要

な
の
は
管
理
人
の
選
任
で
あ
り
、

直
接

そ
の
監
督
に
当
る
の
は
地
元
支
部
だ
か

ら
、

現
場
の
実
情
に
応
じ
て
臨
機
の
手

が
打
て
る
よ
う
地
元
の
行
動
に
相
当
の

ゆ
と
り
を
認
め
る
こ
と
が
よ
か
ろ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
、

設
備
の
運
用
如
何
は

こ
れ
を
利
用
す
る
会
員
各
人
の
理
解
と

良
識
に
か
か
る
も
の
と
私
は
信
じ
て
い

る
。本

稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て

、

折
井

、

太
田
両
氏
の
援
助
を
得
、

高
山
氏
に
は

全
般
に
わ
た
っ
て
校
関
補
正
を
煩
わし

た
。

上
高
地
山
岳
研
究
所
使
用
規
定山

研
運
営
委
員
会

上
高
地
山
岳
研
究
所
使
用
規
定

第
一
条

社
団
法
人
日
本
山
岳
会
は
山
岳
知
識

の
研
究
と
登
山
の
向
上
を
図
る
た
め

上
高
地
に
山
岳
研
究
所
(
以
下
山
研

と
い
う
)
を
設
置
し
そ
の
使
用
に
つ

い
て
は
こ
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

第
二
条

山
研
を
使
用
出
来
る
も
の
は
本
会
会

員
(
団
体
会
員
に
あ
っ
て
は
そ
の

代

表
者
)
を
優
先
し
、

非
会
員
に
あ
っ

て
は
会
員
の
同
伴
者
で
あ
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
。
但
し
本
会
が
開
催
す

る
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
、

研
究
会
、

講
習

( 2 ) 
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会
等
の
諸
行
事
の
場
合
は
そ
の
使
用
一
入
港
し
た
ら
尾
上
氏
宛
電
話
で
コ
ン
タ

を
断
る
こ

と
が
あ
る
。
一
ク
ト
を
さ
れ
た
い
と
の
返
信
を
出
し
て

第
三
条
一
同
艦
の
入
港
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

山
研
使
用
希
望
者
は
原
則
と
し
て
使

一
*

*

*

用
予
定
の

一
カ
月
前
か
ら
申

込
み
を

一

九
月
二
十
七
日
の
朝
刊
を
み
て
、

ぁ

受
付
け
る
。

但
し
当
日

宿
泊
可
能
の
一
っ
と
驚
い
た
。

『
英
軍
艦
、

串
本
沖
で

場
合
は
、
山

研
直
接
申
込
み
で
も
よ

一
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
信
号
』
と
出
て
い
る
で

い
。

次
の
事
項
を

往
復
葉
書
で
本
会
一
は
な
い
か

。

す
な
わ
ち

『
二
十
六
日
午

に
連
絡
し
、

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
一
後

七
時
二
十
七
分
ご
ろ
、

航
空
自
衛
隊

な
ら

な
い
。
ま
た
使
用
日

一
週
間
以
一
串
本
(
和
歌

山
県
)
レ
ー
ダ
ー

基
地
で

内
に
宿
泊
予
定
を
取
り
消
し

た
場
合
一
同
基
地
の
南
東
沖
合
を
ニ

O
ノ
ッ
ト
で

一
人
一
律
五
O
O
円
(
切
手
代
用
可こ
航
行
中
の
船
が

、

電
波
に
よ
る
敵
味
方

を
支
払
う
も
の

と
す
る
。

一
識
別
装
置

(S
I
F

)
の
ハ
イ
ジ
ヤ
ツ

1

、

使
用
者
氏
名
会
員
番
号
一
ク
信
号
に
似
た
電
波
を
出
し
て
い
る
の

2
、

使
用

目
的
一
話
は
少

し
旧
聞
に
属
す
る
か
も
知
れ

一
か
ら
貴
方
に
連絡
し
て
み
た
ら
と
の
サ
一
を
受
信
し
た
。
信
号
は
同
夜
十
一
時
半

3

、

使
用
予
定
期
日
一
な
い
が

、

こ
の
度
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

一
ゼッ
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
一
現
在

、

引
続
ざ
発
信
さ
れ
て
い
る
。

第
四
条
一
の
来

日
を
機
に
、

一
九
七
一
年
秋
、

天

一の
艦
は
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
四
日
一
航
空
自
衛
隊
と、

米
第
五
空
軍
で
調

山
研
使
用
者
は
到
着
と
同

時
に
当
該
一
皇、
皇
后
両
陛
下
の
訪
英
を
前
に
し
て

一ま
で
名
古
屋
に
寄
港
い
た
し
ま
す
。
こ

一
査
し
た
と
こ
ろ
、

敵
味
方
識
別
装
置
を

年
度
の
会
員
証
を

提
示
し
、

備
付
名
一
親
善
訪
問
に
来
日

し
た
英
国
海
軍
フ
リ

一の
地
方
で
の
登
山
に
つ
き
、

貴
下
の
ア
一
積
ん
で
い
る
船
は
軍
舷
だ
け
で

、

付
近

簿
に

そ
の
氏
名
、

会
員
番
号
を
、

ま
一
グl
ト

艦
ア
レ
ス
|
ザ
の
ト
l

マ
ス
艦

一ド
パ
イ
ス
が
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
一
を
通
っ
て
い
た
の
は
、
英
海
軍
の
フ
リ

た
非
会
員
は
、

紹
介
者
を
記
入
し

な
一
長
((U0
5
5
2
L
R

宮
・
回・
吋
『
O
B
S
)

一私
の
艇
に
は
、

私
の
他
に
も
数
名
の
山

一
ゲl
ト
艦
ア
レ
ス
l

ザ
(
二
四
五
O
ト

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
万

一
不
都
合
な
一
一
行と
の
親
善
登
山

の
想
い
出
合
つ
づ

一好
き
が
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
に
一
ン
)
で
あ
る
こ
と
か
ら

、

同
艦
で
何
か

こ
と

が
あ
っ
た
場
合
、

紹
介
者
は
そ
一
っ

て
み
る
こ
と
に

し

た
い
。
一
経
験
は
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
:

:
勤
一
異
常
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

、

と
み

の
責
任
を
負
う
も
の
と

す
る
。
一
*
*
*
一
務
の
都
合

上
二
日
以
上
は
艦
を
離
れ
る
一
られ
て
い
る
。
同
艇
は
二
十
七
日
午
前

第
五
条
一

一
九
七

一
年
九
月
下
旬
の
あ
る
日
、

一
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が

、

十
月
二
J

一九
時
に
名
古
屋
入
港
の
予
定
。

山
研
使
用
者
は
管
理
運
営
費
と
し

て
一
香
港
か
ら
4
E

g
o
z
〉
円

切

と

注
記

一
三日
の
両
日
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
一
だ
が、

海
上
自
衛
隊
な
ど
に
は
二
十

次
に
定
め
る
料
金
を
支
払
う
も
の
と
一
の
あ
る
一
通
の
航
空
便
が

、

本
会
気
付

一も
っ
と
も
都
合
の
よ
い
日
程
で
す
。
で
一
七
日
午
前
零
時
現
在

、

何
の
情
報
も
入

す
る
。

一
で私
の
も
と
に
届
い
た
。

一き
ま
す
れ
ば
貴
会
の
名
古
屋
支
部
の
方

一
っ
て
お
ら
ず
「
も
し
、

台
風
の
影
響
で

会
員

一
二
O
O
円

一
こ
の
九
月

十
七
日
付
の
香
港
か
ら
の

一を
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

一緊
急
事
態
が
起
き
た
と
し
て
も
普
通
の

(
団
体
会
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
代

一手
紙
は
河
O
E
-
Z
同
司
の
フ

リ

ゲ
l

一
私
の
艦
は
こ
れ
よ
り
出
港
し

ま
す
の
一
危
難
信
号
(
S
O
S
)
を
出
す
は
ず
だ

表
者
一
名
と

す
)
一

ト

般
国
・ζ
・ω
・
〉
河
開
吋
出
口
ω
〉

の
ト

一で
、

ご
返
事
は
東
京
に
あ
る
英
国
大
使
一し、
軍
艦
の
敵
味
方
識
別
装
置
は
、

ハ

非
会
員

二
0
0
0
円

一l
マ

ス
艦
長
か
ら
の
も
の
で
、

同
氏
の

一
館
の
海
軍武
官
宛
お
願
い
し
ま
す
。
」
一
イ
ジ
ャ
ッ
ク
信
号
を
出
す
仕
組
み
に
は

就
学
前
子
供
五
O
O
円
、
小
学
生
八
一
来
信
は
次の
よ

う
な

も
の
で
あ
っ
た
。
一
こ
れ
以
上
の
内
容
は
わ
か
ら
な
か
っ
一
な
っ
て
い
な
い
。
せ
い
ぜ
い
装
置
の
故

0
0
円

一

「
私
は
ア
ル
パ
イ
ン
・

ク
ラ
ブ
の
メ
一
た
の
で、
と
り
あ
え
ず
、

本
会
東
海
支
一
障
で
は
な
か
ろう
か
」
と
防
衛
庁
海
上

但
し

本
会
職
員
は
会
員
と
同
様
の
料
一
ン
パl
で
、

こ
の
度
日
本
を
親
善
訪
問

一部
の
尾
上
昇
氏
に
連
絡
先
を
お
願
い
し
一
幕
僚
監
部
は
い
っ
て
い
る
。

金
と
す
る
。

し

ま
す
が
、

マ
イ
ク

・

パ
ン
ク
ス
少
佐
一
ト
l

マ
ス
艦
長
宛
に
は
、

名
古
屋
港
に
一
英
国
大
使
館
は

「
同
艦
は
い
ろ
ん
な

第 第
り、制定 こ七 なる 山 ム

日
の条けた研{吏 条ノ、

理 は 規定 れば め
英 事会 、 別 用者

山 の なに
fメ寸、、 の研運廃改 ら定は

議決 なめ遼
歓 事員会 な いる苦に ら 。事項を叉五ヨ3」k よび よ

山
つに り

てに則細 警そ
σコ

おは
こかの しす

想、
し、 十月 2、 でま 地パ l、 付則 な

う
松 出 も

日 こ とス山 の

主望号車 i
と

回 す
る
。

雄

る和昭 鎖期閉時り は。玉毎

十年 年上
七高

*

*

*

 

そ
の
後
十
一
月
下
旬
、

英
国
よ
り
十

月
八
日
付
海
上
で
書
い
た
ト
1

7
ス
氏

の
礼
状
が
届
い
た
。

。
。
回一円

p
p
・
Y
向田
宮
口
ι
白
"

叶，

E
=
}内
〕
『D
己

〈
伶
門
司
自
E
n
r
uB
E
円

]め
芹
R
O

向
日
斗
同町
・
ω
巾
宮
冊
目

ゲ
巾門
S
L

同C
円
吉
円
円
。
ι
E
2
口
町
目
。

円。

岳
町

吋
。
a

}向
田F
ω
巾
n
HM
O
コ

O
町
可D
E
】円
円

一
口σ

・

相，

C
E
H
色
町
uB
R
5

0
5
σ
R
P

y
p
・

*

*

*

 

こ
の
新
聞
を
み
た
と

き
は
、

た
と
え

一

誤
報
で
あ
っ
て
も
、

後
始
末
の
た
め
に

一

登
山
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か

一

と
も
思
っ
た
が
、

そ
の
後
、

尾
上
氏
か

一

ら
の
連
絡
に
よ
る
と
、

二
十
八
日
に
竜

一

話
で
連
絡
が
と
れ
、

二
十
九
日
の
午
後

一

熊
沢
先
生
も
交
え
て
、

ト

l

マ
ス
氏
と

一

会
っ
て
登
山
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
ね

一

り
、

紅
葉
の
す
ば
ら
し
い
御
岳
に
十
月

一

一
一
日J

三
日
の
週
末
登
山
を
行
な
っ
た

一

と

の
こ
と
で
あ
る
。

一〉
園

内
3

英
海
軍
側
は
ト
1

7

ス
艦
長
を
含
め
一く

て
五
名
、

東
海
支
部
か
ら
は
、

中
世
古

一

夫
妻
、

沖
、
鶴
岡
の
四
名
、
好
天
に
も

一

恵
ま
れ
、

楽
し
い
日
本
の
週
末
を
す
ご

一

し
、

全
員
大
い
に
喜
ん
で
帰
艦
し
た
由
。

一

艦
は
十
月
四
日
午
前
十
時
、

予
定
通
り

一

名
古
屋
港
を
出
港
し
た
と
の
こ
と
で
あ

一

っ
た
。

波
長
で
緊
急
信
号
を
送
れ
る
の
に
何
も

信
号
を
出
し
て
い
な
い
。
航
海
用
レ
ー

ダ
ー

の
周
波
数
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
信
号

の
周
波
数
と
き
わ
め
て
近
い
の
で
、

こ

れ
が
受
信
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
い

っ
て
い
る
』
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山

ン
を
し
の
ぶ

会
社
で
上
高
地
帝
国
ホ
テ
ル
の
改
修
工

事
を
し
て
い
た
の
で
、

頼
み
込
ん
で
み

た
ら
、

東
京
の
工
事
長
が
心
よ
く
O
K

し

て
く
れ
た
。

東
京
の
事
務
所
ま
で
持
込
ん
で
く
れ

れ
ば
上
高
地
ま
で
運
搬
し
は
め
込
む
ま

で
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん

ロ

ハ
で
あ
る
。
本
当
に
助
か
っ
た
。
模

さ
ん
も
行
っ
て
く
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

梅
雨
の
季
節
だ
か
ら
そ
の
日
も
雨
も
よ

い
の
目
だ
っ
た
。
松
方
さ
ん
が
レ
リ
ー

フ
の
下
に
付
け
る
M

ウ
エ
ス
ト
ン
像
ρ

と
い
う
の
を

、

木
製
の
札
に
墨
で
書
い

て
く
れ
た
。
あ
の
か
た
独
特
の
文
字
で

あ
っ
た
。

現
在
の
ブ
ロ
ン
ズ
の
英
文
で

は
な

く

、
日
本
文
字
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
約

三
O
年
が
す
ぎ
去
っ
た
が
、

第
一
回
に

行
っ
た
き
り
今
年
ま
で
ご
無
沙
汰
し
て

い
た
。
今
で
は
梓
川
が
本
流
と
な
っ
て

目
の
前
を
流
れ
て
い
る
が
、
前
は
も
っ

と
奥
ま
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
何
だ
か

前
の
場
所
と
異
っ
た
処
に
あ
る
よ
う
に

思
え
た
。
け
れ
ど
も
今
年
も
約
五
O
O

人
も
の
参
加
者
が
あ
り
盛
会
で
あ
っ

た
。
織
内
副
会
長
を
は
じ
め
大
先
輩
の

石
原
憲
治
さ
ん
や
辻
荘
一
先
生

ら
が
加

わ
り
、

エ
l

、
テ
ル・
ワ
イ
九
の
女
の
子

酌
-h
F
Z
2
・
2
m
r
g
m
r
o
w

宮
H
・
叶
2
2

・

同
白
血
ロ
仏p
p
・
o
r
--
g
o
r
E
〈
o
o
h

5
8

玄
F
O
ロ
g
F巾
叫O
片
手
巾
耳
目巾
r
'

g
L
-
巧
:
∞

R

E
m
L
E
E
d
s
­

E
H
白
血
口
内
山
岳gg
B
m

仏
D
毛
ロ
子
。

阿
内
包
弘同
r
o
m
oロ

H
D
E
B
-
吋
r
o
d
司
g
­

手
巾
同
君帥
印

刷v
m
H
r
n門印
ロ
仏
広
君
曲
師
同

5
2
5
5
z
o
ι
ミ

H
i
-
-
ロ
O
同
町
O
H四
四
円
子
四r
wロ
門
目
白

口
四
回
回
予
三
君
。

H
o
no
H〈
色
白
ロ
仏

H

7
0宮
子
回
同
H
s
a
z
〈
冊
子
市
円
ゲ
守

口
円
四
円O
H

冊
目
)
釦
可
伊
丹
門

O

同
ロ
可
O
同
可C
E
円

B
O
B
Z
円
明
者

}
M
D白H
o
i
a
t
H
Mm
何
ロ
・

m
g
ロ
L
・
阿
君

2
5

0
回
同
日HH
M
M
V
B
回
路
仏

当

x
r
g
u『
同
町
忠
弘
間
宮O
町
一
『
若
田
口

a

g
m

g
D
C

ロ
S
E
R
E

巾
q
-
J
P
R

凹
5
n
O
B
J・ロ

向
・
∞
・
、H

，

r
o
B曲
師
・

以
上
四
年
前
の
日
英
交
歓
登
山
一
の
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駒
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
こ
の

種
の
登
山
は
ぜ
ひ
つ
づ
け
て
い
き
た
い

と
思
う
。

最
後
に
、

そ
の
折
種
々
と
お
世
話
い

た
だ
き
ま
し
た
東
海
支
部
の
皆
さ
ま
に

お
礼
申
し
上
げ
、

筆
を
お
く
こ
と
に
し

ま
す
。
(
一
九
七
五
年
五
月
)

〈
第
一
O
回
高
所
登
山
委
員
会
〉

七
0
0
0

メ
ー
ト
ル
峰
登
山
を
検
討
す
る

二
年
間
い
ろ
い
ろ
な
形
で
試
み
て
き

た
高
所
登
山
委
員
会
の
区
切
り
を
つ
け

る
集
会
と
し
て
、

三
月
十
五
日
、
七
0

0
0
メ

ー
ト
ル
峰
の
登
山
を
テ
1
7

に

し
た
会
を
持
っ
た
。
ジ
ャ
ヌ
!
に
登
頂

し
た
市
川
章
弘
氏
に
講
演
と
同
氏
撮
影

の
八
ミ
リ
映
画
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
、

話
の
糸
口
を
作
っ
た
。

高
所
登
山
の
議
論
は
、

と

か
く
八
0

0
0
メ
ー
ト
ル
峰
登
山
を
対
象
と
し
が

ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
八

0
0
0
メ
ー

ト
ル
と
八
五
0
0
メ
ー

ト
ル
と
八
八
O

0
メ
ー

ト
ル
と
で
は
、

酸
素
の
吸
い
方

や
補
給
法
や
組
織
の
規
模
に
そ
れ
な
り

の
差
が
あ
る
、

と
い
っ
た
議
論
が
重
ね

ら
れ
て
き
た
訳
で
、

そ
ん
な
角

度
か
ら

の
研
究
は
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
一
応
検

討
が
す
ん
だ
と
思
う
。

よ
く
イ
、
ギ
リ
ス
の
エ
ベ
レ
ス
ト
と
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
ブ
ロ
ー
ド
ピ

l

ク
が
比

較
さ
れ
、

エ
ベ
レ
ス
ト
は
軍
事
的
大
部

隊
で
ブ
ロ
ー
ド
ピ
l

ク
は
ゲ
リ
ラ
的
小

部
隊
の
速
攻
な
ど
と
い
わ
れ
る
。
こ

の

議
論
が
軽
薄
に
行
き
過
ぎ
て

、

エ
ベ
レ



;りのの l ウン三村小ったて Jレでち も回しるつな人回入れれし
j 、 ウな出ベエド人商屋た後 、ト あ安 ー たウ いがま こ たいにのかる 、 て
、関エら発 l スンは工友。 、 ス村る曇 九 ずェ い ーすと 。か対永らこ上く
i 係ス 、 に 1レ ト支一会好ロニイをス 村 七 ねス (とっともそなしい 、 と高れ
者ト曽先墓ン局行長会ン十ス訪イの五 ー恩の公良のとて間来で地た

f にン祖だ地氏のとの長ド日とねス二年 てト 九う区互い善い感 、 年あの。
も氏父つをの浅別輸のン早フるの 十 六上 ン 七。切て こ 意う謝支はろ 山 恐

〉 会の姦て訪墓井れ湖村で朝ラたグ五月 の 玉 りおとに話状援こう岳ら
~. 1t、基門、れのさ 、 治上北ロンめ リ人十 条 墓 ・ だいな対ををしの 。 研く
:た 参 次英たあん朝人守アンス 羽 ンは三 を 六 かたの し う出て祭そ究額
1 いりと国。るの日氏氏ノレドを回デ 、 日輝 ・ らがでてけしくりの所に
もをゆへ パ案新と 、 プンたを 1レ姉 、 一 考 、、 はたてれに折に入

;のしか行 ト内聞私安スにずたヴ妹 私 夫 三 え三検報まくた三あ飾れ
; とたりく ニでロの 曇 山 向ねつア村た ) て O 討いわれ人 O るらら

議盤襲暴露露議議運露関罷聾繍語感襲彊覇醗 せの 力恩たち トス しあいいうであずがどに
; 議懇議騒盤撃機畿欝議議遜議I た話日しといのンク私くつうてこ 、 るね生のよそ
溶液港線湾薗田鼠按隠線級翻溜欄 9 極圏酸 い し本よ友 」 謝夫ラた質たの 、 とそレ た前とりの

?認謡議撃し1塞饗緊謙譲警護翠畿轟欝謡震 と合山う好と 恩妻 ツち索 。 で昔だのン。住こ 、 後
語置盤総量通露議議鑑識滋翠翠畿翠 軍扇癒 切い岳」の申ののトはな山 、 をが部ガ静んろそい

r 彊盟盟臨調騒蹴鰍繊細樹齢 望の 会としし碑 墓ン墓も を外し今屋造かでにこっ
習圏直置温恩盛標題諮務総議遜単調躍懸奪還躍 す上おのる入をに氏地の愛かのははりないあかた
櫨園鶴盈盤櫨轍殖医欄蹴糠 るでよ返しれ置 、 に管でしらぶ 他 六の住たるらん
園田闇瞳誼摂願望感誕摩藩竃鐸量樋麗溜鯵麗 も 、 び事なたか日会理あた眺もの階高宅アワ車浅
彊置薗臨.. 盛翻脳図面盛巡璽掴・脹擁議議選 のぜ 、 をらとせ本い事つ人めの人にい街パェで井
恵冨醤留置彊盟限期陸軍題盤機盟国風画聖樋甥 でひ関う実こての「務たのたもがあアの l ス一氏

i 掴圃薗置園理盟璽覇軍題盛観盤舞露輔副E す実係け現ろも山ウ所。住だな住るパートト O の
一一回一回目四回一一一一叫由 。現者たに「ら男エ長 居けいんと | 角をン分お

ウヱストンの墓前で さと。協謝いたスの らでとでいトにた氏ほ宅

山 )62-1975 ・ 8

思
い
、

日
本
山
岳
会
の
士
戸
沢
一
郎
氏
や

そ
の
他
の
方
が
た
に
橋
渡
し
を
お
願
い

し
て
お
い
た
。

私
た
ち
は
墓
に
近
づ
い
た
。
曽
祖
父

と
と
も
に
槍
、

穂
高
の
連
山
を
歩
き

、

日
本
ア
ル
プ
ス
を
世
界
に
紹
介
し
、

日

本
の
近
代
登
山

の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

た
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
の
墓
で
あ
る
。
ま
わ

り
に
美
し
い
十
字
架
の
墓
が
た
ち
な
ら

ぶ
中
に
、

ひ
っ
そ
り
と
草
に
お
お
わ
れ

た
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
さ
び
し
げ
で
あ

っ
た
。
草
を
分
け
て
碑
銘
を
見
る
と
、

「
問
問
〈
巧
〉

口

岡
山河
巧
思
叶

O
Z

回
o
m
z

y
向
〉
岡
山
・0
開
。
-
N
印
5
8
i

U
H開
口
広
〉

HF
N
叶
H
U
A
O」

「
問問
〉
Z
(UHW
ω
M
W
ζF
J
円
巧
何
ω、

H，

O
Z

回
O
河
Z
ω

HWMV吋
・

H
O
H
∞
寸N
iり
H開
口

三
〉
J問
見

H
U
ω叶
」

と
は
っ
き
り
読
み
と
れ
た
。

ウ
エ
ス
ト
ン
夫
妻
が
、

嘉
門
次
と
最

後
に
穂
高
を
歩
い
て
か
ら
六
O
年
、

胸

の
奥
か
ら
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き

た
。

ス
ト
は
権
威
主
義
の
け
し
か
ら
ん
隊

で
、

ブ
ロ
ー
ド
ピ
l

ク
は
庶
民
的
な
好

ま
し
い
隊
な
ど
と
ぶ
つ
人
聞
が
い
て

、

そ
れ
が
結
構
経
験
不
足
の
初
心
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登

山
を
簡
単
に
類
型
化
す
る
こ
と
に
は
危

険
が
あ
っ
て
、

右
に
あ
げ
た
論
法
に
も

承
服
し
か
ね
る
点
が
あ
る
。
エ
ベ
レ
ス

ト
を
ブ
ロ
ー
ド
ピ
l

ク
の
方
法
|
|
四

人
の
隊
が
シ
ェ
ル
パ
も
酸
素
も
使
用
せ

ず
に
登
る
|
|
で
登
っ
た
人
聞
が
い
な

い
現
在
、

エ
ベ
レ
ス
ト
に
は
エ
ベ
レ
ス

ト
の
、

ブ
ロ
ー
ド
ピ
l

ク
に
は
ブ
ロ
ー

ド
ピ
l

ク
の
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ

た
特
徴
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
模
範
的

な
成
果
を
あ
げ
た
の
だ
と
考
え
る
の
が

正
し
い
。

八
0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
を
登
山
戦
術

の
面
か
ら
と
ら
え
る
と
き
に
は

、

最
終

キ
ャ
ン
プ
を
八
0
0
0
メ
ー
ト
ル
前
後

に
置
く
必
要
の
あ
っ
た
山

と
定
義
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
完
全
な

無
酸
素
で
は
登
れ
な
か
っ
た
山
で
も
あ

る
。
そ
し
て
ブ
ロ
ー

ド
ピ
l

ク
の
よ
う

な
山
は
、

こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
れ
ば

む
し
ろ
七
0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
の
上
限

に
属
す
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
チ
ョ

l

・

ォ
ュ
ー
な
ど
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

マ
ナ
ス
ル
は
ど
う
か
。
そ
の
点
の
検
討

を
し
て
見
た
ら
面
白
い
。

山
を
頂
上
の
高
さ
で
分
類
し
て
、

世

界
の
八
0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
は
一
四
座

と
い
う
の
は
お

子
様
向
き
の
表
現
で
あ

ろ
う

。
七
0
0
0
メ
ー
ト

ル
台
の
山
で

も
ジ
ャ
ヌ
ー
の
よ
う
に
八

0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
の
や
り
方
が
用
い
ら
れ
た
山
も

( 5 ) 

あ
れ
ば
、

八
0
0
0
メ
ー

ト
ル
を
越
え

て
い
て
も
ブ

ロ
ー
ド
ピ

i

ク
の
よ
う
な

登
り
方
の
で
き
た
山
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
試
み
ら
れ
る
ナ
ン
ダ・
デ

ヴ
ィ
の
縦
走
な
ど
は
は
た
し
て
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
案
外
八
0
0
0
メ
ー
ト
ル

峰
の
や
り
方
、
が
必
要
な
山
か
も
し
れ
な

し
V

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
り
方
は

、

だ
ん
だ
ん

変
化
し
て
き
て
お
り

、

必
ず
し
も
過
去

の
方
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
れ
ば

よ
い
と

い
う
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
過

去
を
た
い
し
て
吟
味
し
て
い
な
い
新
し

が
り
屋
の
空
論
な
ど
は
取
る
に
足
り
な

い
。
新
し
そ
う
に
見
え
て
実
は
何
も
い

っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
が
今
回
七
0
0
0
メ
ー

ト

ル
峰
を
問
題
に
し

た
の
は
、

八
0
0
0

メ
ー

ト
ル
峰
の
議
論
が
す
で
に
一
段
落

し
た
か
ら
で
あ
る
が

、

七
0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
の
議
論
は
八
0
0
0
メ
ー

ト
ル

峰
に
つ
な
が
る
と
い
う
視
点
も
も
ち
合

せ
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。
-

ハ
ン
ト
は
七
0
0
0
メ
ー
ト
ル
と
い

う
高
さ
を
「
少
な
く
と
も
、

さ
ら
に
高

い
地
点
へ
到
達
す
る
最
後
の
大
努
力
を

傾
け
る
に
は
十
分
な
だ
け
と
ど
ま
っ
て

い
ら
れ
る
」
場
所
と
定
義
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
は
い
ま
も
変
る
も
の
で
は
な

く
、

わ
れ
わ
れ
は
ハ
ン
ト
の
著
書
『
エ

グ
ェ
レ
ス
ト
登
頂
』

か
ら
七
0
0
0
メ

ー

ト
ル
峰
登
山
へ
の
す
ぐ
れ
た
助
言
を

見
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

七
0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
と
は
、

七
0

0
0
メ

ー
ト
ル
前
後
に
泊
ら
な

け
れ
ば

登
頂
で
き
な
い
山

と
い
う
こ
と
に
な



山 362-1975 ・ 8

る
。
そ
れ
は
独
自
の
領
域
で
あ
り
な
が

ら

、
八
0
0
0
メ

ー
ト
ル
峰
を
た
え
ず

連
想
さ
せ
る
高
さ
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
七
0
0
0
メ

ー
ト
ル
峰
登
山
を
取
り
あ
げ
た
の
で
あ

る
。
内
外
の
代
表
的
な
登
山
隊
の
行
動

表
が
検
討
さ
れ
、

経
験
者
の
発
言
が
加

わ
っ
て
、
充
実
し
た
面
白
い
議
論
に
な

っ
た
。
二
時
間
に
し
ぼ
っ
て
議
論
を
集

中
し
、
記
録
を
と
っ
た
の
で
、
別
の
機

会
に
発
表
し
た
い
。
本
委
員
会
も
、

一
一

時
間
の
議
論
が
そ
の
ま
ま
読
む
に
耐
え

る
記
録
と
な
り
得
る
と
こ
ろ
ま
で
き

た
。
出
席
者
は
十
六
人
だ
っ
た
が
、

こ

う
し
た
議
論
で
は
そ
の
辺
が
上
限
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
六
、

七
人
を
も
っ
て
最

良
と
す
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ

る
。
不
参
加
だ
っ
た
松
田
雄
一
氏
か
ら

は
長
い
意
見
書
が
き
て
、

そ
れ
は
ま
こ

と
に
よ
い
参
考
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

資
料
を
も
含
め
て
、

い
ず
れ
本
委
員
会

t

の
報
告
書
を
作
っ
て
お
く
必
要
も
あ
ろ

ぷ
y

‘I
/
ハ
何
一
心
。

円
ノ
。

/
μ
l
H

議
論
は
二
時
間
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
国
際
的
な

山
岳
団
体
の
機
関
で
あ
る

場
所
を
変
え
て
深
夜
ま
で
楽
し
く
語
り

I
A
A

の
機
関
誌
五
月
号
に
、

次
の

合
っ
た
。
(

原
真

〕
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

、

い
ま
、

世

出
席
者

'中
の
人
達
の
目
に
触
れ
て
い
る。

原
真
(
司
会
)、
市
川
章
弘
(
講
二
九
七
五
年
二
月
に
加
盟
団
体
の

演
、

八
ミ
リ
映
画
)
、
川

上
降
、

本
山
岳
会
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
デ
ュ

-
加
藤
美
命
著

高
原
の
さ
さ
や
き
朝
香
屋
書
店

内

一
冊
九

.

中
村
道
太
郎
著

湖
沼
調
査
野
帖
錦
城
出

版
社

一
冊
一

図

神
谷
記
念
図
書
目
録

(E
)書

委

員

A. 
:D; 

UIAA のマークに 高
木
稔
、
池
沼
慧
、

大
宮
求
、

渡

辺
斉
、

高
橋
善
数
、

三
村
和
男

、

石
川
博
、
池
間
常
道
、
広
島
三
朗
、

塚
本
珪
一
、

伊
藤
行
人
、

浅
見
正

夫
、

永
井
勝
美
。

っし、て

ぷ
一
川

関口周也

コ
貿
易
株
式
会
社
と
い
う
日
本
商
社
が

日
本
特
許
庁
へ
、

U
I

A
A

の
マ
l

ク

を
登
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。

U
I
A
A
と
し
て
は
、
た
だ
ち
に
抗
議

し
た
が
、

マ
ド
リ
ッ
ド
協
定
を
批
准
し

て
い
な
い
日
本
は
、
日
本
特
許
庁
の
決

定
を
変
え
よ
う
と
し
な
い
。

か
く
な
る
上
は
、
こ

の
事
実
を
加
盟

各
団
体
に
知
ら
せ
、
デ
ュ
コ
貿
易
株
式

会
社
が
、

も
し
海
外
で
、

こ
の
U
I

A

A
の
マ
l

ク
を
つ
け
て
、
商
口
聞
を
販
売

す
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば

、

た
だ
ち

に
断
岡
た
る
処
置
を
と
る
ほ

か
道
は
な

しv

し
た
が
っ
て

、

も
し
そ
の
よ
う
商
品

券
」
見
か
け
た
な
ら
ば
、

た
だ
ち
に

U
I

A
A

事
務
局
に
知
ら
せ
て
欲
し
い
」
と

い
う
も
の
で
、

記
事
中
の
U
I

A
A

の

マ
l

ク
と
い
う
の
は
、

三
つ
の
ピ
l

ク

の
山
の
デ
ザ
イ
ン
の
下
部
に

U
I
A
A

の
四
文
字
を
左
横
書
き
に
配
置
し
て
あ

る
も
の
で
、

U
I

A
A

の
印
刷
物
と

か
、

出
版
物
に
使
用
さ
れ
て
い
て
周
知

の
も
の
で
あ
る
。
(
上
段
カ
ッ
ト
参
照
)

ま
た
、

U
I
A
A
で
は
、
そ
の
登
山

用
具
安
全
委
員
会
に
よ
り

、

登
山
用
ロ

ー
プ
の
安
全
基
準
を
数
年
前
に
作
り

、

こ
れ
に
パ
ス
し
た
ロ
l

プ
に
つ
い
て
、

こ
の
U
I
A
A
7
1

ク
を

つ
け
た
ラ
ベ

ル
の
使
用
を
許
可
し
て
い
る
。
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
U
I

A
A

マ
l

ク
一
も
し

、

前
述
の
異
議
申
立
が
な
さ
れ

一

の
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て
い
る
登
山
用
ロ
l

一
ず
に
、
ま
た
は
、

異
議
申
立
が
理
由
な

一

プ
は
、

U
I
A
A

の
安
全
基
準
の
要
件

一
し
と
決
定
さ
れ
、
こ
の
マ
l

ク
が
前
記

一

を
満
た
し
て
い
る
信
頼
し
得
る
製
品
で
一
デ
ュ
コ
貿
易
株
式
会
社
の
独
占
さ
れ
る

一

あ
る
と
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
一
と
こ
ろ
に
な
る
と
、
ど
の
よ
う
な
影
響

一

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
わ
が
国
へ
輸
一
が
あ
る
だ
ろ
う
か

、

と
い
う
こ
と
を
考

一

入
さ
れ
て
い
る
ロ
l

プ
に
は
、

ほ
と
ん
一
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

一

ど
こ
の
ラ
ベ
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

一
ま
ず
、

デ
ュ
コ
貿
易
か
、

同
社
か
ら

一

デ
ュ
コ
貿
易
株
式
会
社
は
、

ス
キ
l

一
使
用
を
許
諾
さ
れ
た
者
以
外
は
、
こ
の

一

と
か
登
山
用
具
の
輸
入
商
社
で
、
U
I

一
マl
ク
を
日
本
国
内
で
使
用
す
る
こ
と
一

A
A

が
ど
の
よ
う
な
機
関
で
、

こ
の
マ

一が
で
き
な
く
な
る
。
い
ま
ま
で
輸
入
さ

一

l

ク
が
U
I
A
A
の
シ
ン
ボ
ル
マ
l

ク
一
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

先
使
用
権
が

一

と
し
て
、

ま
た
、

登
山
用
ロ
l

プ
の
検

一
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、

今
後
、

U
I
A

一

定
証
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で

一A
の
安
全
基
準
を
満
た
す
ロ
l

プ
で
あ

一

あ
る
こ
と
を
当
然
、

承
知
し
て
い
る
は
一
つ
で
も
、

デ
ュ
コ
貿
易
の
許
し
を
得
な

一

ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
日

本
の
一
く
て
は
、

日
本
で
は
こ
の
マ
l

ク
を
つ

一

商
標
法
で
は
、

先
登
録
が
存
在
し
な
け
一
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

一
川

れ
ば
、

国
連
と
か
政
府
の
機
関
の
標
章
一
つ
ぎ
に

、

デ
ュ
コ
貿
易
ま
た
は
こ
れ

一(

の
よ
う
に
、

か
な
り
著
名
度
の
高
い
も
一
の
許
諾
を
受
け
た
者
が、
こ

の
マ
l

ク

一

の
で
な
い
か
ぎ
り
、

登
録
さ
れ
得
る
こ
一
を
つ
け
て
登
山
用
ロ
l

プ
を
販
売
す
る

一

と
知
っ
て
か
知
ら
ず
に
か
、

い
ず
れ
に
一
よ
う
に
な
る
と
、
別
の
問
題
が
生
れ
て一

せ
よ
、

独
占
的
に
使
用
せ
ん
が
た
め
に
一
く
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、

U
I

一

こ
の
他
人
の
マ
ー
ク
に
つ
い
て
、
商
標
一
A
A

の
登
山
用
ロ
l

プ
の
安
全
基
準
と

一

登
録
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

一
そ
の
検
定
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
た一

否
定
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
一
ち
は
少
な
く
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ

一

幸
い
に
も
、

こ
の
商
標
登
録
出
願
は
一
の
安
全
基
準
は、
か
な
り
き
び
し
い
も

一

出
願
公
告
(
登
録
す
る
ぞ
と
い
う
特
許
一
の
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
日

一

庁
の
公
告
で
、

異
議
が
あ
れ
ば
、

公
告
一
本
製
の
ロl
プ
で
、

こ
の
安
全
基
準
の

一

後
二
ヵ
月
以
内
に
、

何
人
も
そ
の
申
し
一
各
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
は、

ま

一

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
)
の
段
階
一
だ
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
こ
れ
を

一

で
、

登
山
用
具
を
扱
っ
て
い
る
商
社
か
一
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。一

ら
の
異
議
申
立
に
よ
っ
て
登
録
は
阻
止
一
そ
こ
で

、

も
し
デ
ュ
コ
貿
易
ま
た
は

一

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

結
論
が
一
こ
れ
に
許
諾
を
受
け
た
人
た
ち
に
よ
っ

一

で
る
の
は
、

早
く
て
二
年
、
お
そ
け
れ
一
て
、

こ
の
マ
l

ク
を
つ
け
た
登
山
用
ロ

一

ば
数
年
後
と
い
う
の
が
わ
が
国
の
現
状
一l
プ
が
販
売
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
と
、
-
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四 ・ ー・ー ・ ・・・和・
河奥山田行山高 号第霧 低冊 多天 冊 あ土名徳 山 山登桑 山 大大
田多行島雲を畑欠第一号第の第三第 一の 山 摩野 の井山富の本山田岳 和和

?禎摩記勝と行棟 五一 、 二み二号一四年旅 趣 の佐 山道遊猪幸徳物春会ア 山
著 太とく材 年号第年 年再年二第 味 史ー こ彦記一 三語風 ノレ岳
山 昭郎も 著 第欠四第 第版第冊ー を 蹟郎 の著 郎小郎 著ープ会 E
と文著に朋 一年五四一号 中 著山民著 川 著自 冊 ス著 E
渓堂 文 二第号 、 号 J 心 自 友誠学
谷 朋 堂 号九 、 第二第 と 彊 磯社文奨 台
社一文 、 号第六号ー し 館 部 堂励 ケ
冊堂一 、 三号再九 て 書 甲一 社 原

一 冊 一一年ゲ版 年 店陽冊一 山
冊 一六 O第ラ 、 第 堂冊一
冊号号七刷第五 冊

朋 ・ 夢 文 ・ 冊ー ・ 一 ・一・堂夫・冊 ー
霧加文 {医中想、マ 同堂モ荒旅 登訳山尾冊南山冊東菅 南共渡 日 I
の藤堂松村 イ /レ井と 山著の崎 ア梨 京沼ーア著辺 本
山泰 の清朋エ普ーゲ道滞 家 絵喜 /レ県 近達冊ノレ 公 南

x x 稜三一告太文ノレ及冊ン太在 のエ本八 プ山 郊太 プ 平 ア
冊白郎堂版タ郎 思ミ著ス林の郎ス 、 Jレ

x 以朋 著山 |訳朋い l 朋 と会山著八細プ
上文 コーをーレ著文出 Jレ文 奥 と ケ井ス
堂 マ冊め冊/レ堂 ・堂 秩 渓 岳吉

x x 計クぐ 朋ジ父 連造
一一サ る山一文ャ一 大峯 、
五冊叢行 / 冊堂ヴ冊改村 山
七書為 エ造書 三 下
冊 と朋 ー/レ 社店省一

大

静
か
な
る
山
の
旅
自
彊
館
一
冊

一
日
二
日
山
の
旅
自
彊
館
一
冊

山
に
憩
ふ
山
と
渓
谷
社
一
冊

山
と
ふ
る
さ
と

山
と
渓
谷
社
一

冊
小
さ
き
峠
十
字
屋
一
冊

旅
に
住
む
日
日
新
書
院
一
冊

か
い
し
な
の
山
と
渓
谷
社
一
冊

・

河
田
棟
、

高
畑
棟
材
著

東
京
付
近
の
山
々
朋
文
堂
一
冊

奥
秩
父
と
そ
の
附
近
朋
文
堂

一

冊-

諸
家
編

東
京
附
近
山
の
旅
朋
文
堂
一
冊

.

武
田
久
士
口
著

尾
瀬
と
鬼
怒
沼
梓
書

一房
一
冊

.

松
井
幹
雄
著

霧
の
旅
朋
文
堂
一
冊

大
菩
薩
連
嶺
光
文
堂
一
冊

.
原
全
教
著

奥
秩
父
朋
文
堂
一
冊

奥
秩
父
続
編
朋
文

堂
一

冊

.

日
本
登
高
会
編

上
越
の
山
三
省
堂
一
冊

.

原
口
亨
著

赤
石
白
峯
山
脈
縦
横
記
洛
陽
堂

一
冊

-

田
部
重
治
著

日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡
礼

堂
一
冊

峠
と
高
原
大
村
書
店

山

と
渓
谷
第
一
書
一
房

.

角
田
吉
夫
著

上
越
国
境
大
村
書
店

.

平
賀
文
男
著

博
文
館

北
星

冊冊
一
冊

山

た
と
え
、

そ
の
ロ
l

プ
が
U
I

A
A

の

安
全
基
準
の
各
要
件
を
満
た
す
も
の
で

な
く
て
も
、

前
述
の
よ
う
な
認
識
か
ら

し
て
大
方
の
需
要
者
は
、

あ
た
か
も
、

U
I

A
A

の
き
び
し
い
安
全
基
準
の
各

要
件
を
満
た
し
て
い
る
優
秀
で
安
全
度

の
高
い
ロ
l

プ
で
あ
る
と
誤
認
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ

る
。ま

た
、

ロ
i

プ
以
外
の
商
品
、

た
と

え
ば
ピ
ト
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
、

ア
イ
ゼ
ン

等
に
独
占
的
に
使
用
さ
れ
る
と
、

す
べ

て
U
I

A
A

の
き
び
し
い
安
全
基
準
を

経
た
優
秀
で
安
全
な
商
品
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
り
、

「
信
用
の

シ
ン
ボ
ル
」
を
悪
用
す
る
も
の
と
い
わ

れ
で
も
し
ょ
う
が
な
い
。

以
上
は
考
え
過
ぎ
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、

こ
れ
が
現
実
の
も
の
に
は
な

ら
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な

し
V

登
山
、

特
に
人
工
的
な
登
は
ん
を
す

る
人
達
に
と
っ
て
、

用
具
に
対
す
る
信

頼
度
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

一
マ
l

ク
の
悪
用
が
、

生
命
に
係
わ
る

問
題
に
発
展
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
、

今
年
の
始
め
に
、

会

員
遠
藤
二
郎
氏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

日
本
山
岳
会
と
日
本
山
岳
協
会
の
理
事

会
で
議
題
に
さ
れ
た
。
ま
た
、

本
会
海

外
連
絡
委
員
会
で
は
、

U
I

A
A

と
密

接
な
連
絡
を
と
り
つ
つ
、

ど
の
よ
う
に

結
着
す
べ
き
か
、

何
回
も
討
議
し
た
。

特
に
吉
沢
一
郎
氏
に
よ
り
、

間
接
的
に

で
は
あ
る
が
、

デ
ュ
コ
貿
易
株
式
会
社

へ
働
き
か
け
が
な
さ
れ
、

こ
の
マ
!
ク

( 7 ) 

の
登
録
出
願
を
自
ら
取
り
下
げ
る
よ
う

す
す
め
て
い
る
が
、

未
だ
何
ら
反
応
を

得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

以
上
で
報
告
を
終
る
が
、

こ
れ
は
単

な
る
一
商
標
登
録
の
問
題
で
あ
る
と
片

付
け
ら
れ
な
い
面
を
も
っ
て
い
る
。

U

I

A
A
が
、

機
関
誌
に
公
示
し
て
、

世

界
中
の
人
た
ち
の
注
意
を
う
な
が
す
に

値
い
す
る
社
会
性
を
も
っ
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
山
の
世
界
へ
は
入
り
こ
ま
せ

た
く
な
い
問
題
の
一
つ
で
は
あ
る
が
。

(
六
月
二
十
九
日
記
)

図 紹介書
霧

の

谷

迫

男
著

増

永

現
在
、

日
本
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
著
名

な
山
域
で
は
、

登
山
道
や
道
標
が
完
備

さ
れ
て
し
ま
っ
て
、

よ
ほ
ど
ツ
ム
ジ
曲

り
な
コ

I

ス
で
も
選
ば
ぬ
限
り
、

地
図

磁
石
を
片
手
に
ル
l

ト
を
模
索
す
る
よ

う
な
山
登
り
と
は
縁
が
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
O

O
O
m
以
下
の
山
々
で
は
、

そ
う
い
う



南
山
の
道小

滝
清
次
郎
著

南
会
津
散
策
と
い
う
標
題
の
こ
の
写

真
集
の
著
者
(
会
員
二
五
六
一
番
)
は

一
九
二
七
年
会
津
城
下
町
の
生
れ

、
温

厚
誠
実
な
山
男
で
あ
る
。
私
が
、

未
知

の
著
者
か
ら
初
め
て
手
紙
を
も
ら
っ
た

の
は
戦
争
直
後
の
こ
と
で
、

南
会
津
を

中
心
と
し
た
山
の
会
を
作
り
た
い
と
い

う
内
容
だ
っ
た
。
そ
し
て
何
等
手
伝
い

を
し
な
い
私
に
業
を
煮
や
し
た
著
者
は

青
年
の
情
熱
を
も
っ
て
山

の
グ
ル
ー
プ

を
結
成
し
た
。

そ
の
後
一
九
五
八
年
「
南
会
津
山
の

8
-

楽
し
み
が
必
ず
し
も
な
く
な
っ
て
は
い

万
一
な
い
。
本
書
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
福
井

刊
一
県
の
山
二
十
四
座
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ

m
一
て
が路の
な
い
山
ば
か
り
で
あ
り

、

高

ー
一
さ
は
一
五
O
O
m
前
後
の
中
級
性
の
山

l
-

で
あ
り
な
が
ら
、

そ
う
い
う
路
の
な
い

山
を
、

積
雪
期
、

堅
雪
期
に

、

あ
る
い

は
ま
た
沢
を
伝
っ
て
登
る
た
の
し
み
を

さ
り
げ
な
い
筆
づ
か
い
で
心
に
く
い
ま

で
に
表
現
し
て
い
る
。

著
者
は
か
つ
て
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
ュ

の

ヤ
ジ
ュ
ン
峰
へ
も
出
か
け
た

一
人
だ
が

故
郷
の
こ
う
し
た
地
味
な

山
々
へ
も
、

た
ゆ
み
な
く
足
を
は
こ

ん
で
、
「

自

己

の
内
面
の
旅
」

と
し
て
の
山
登
り
を
続

け
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
共
感
を
覚

え
る
。

近
頃
の
好
著
と
言
え
よ
う
。

(
B
6
判
二
0
0
ペ
ー

ジ
一
五

O

O
円
、
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
日

北
陸
通
信
社
発
行
)
(
望
月
達
夫
)

会
」
を
創
設
し
、

爾
来
同
会
の
中
心
人

物
と
し
て
不
可
欠
の
存
在
で
あ
る
。
本

書
の
ま
え
が
き
で
著
者
は
『
昭
和
三
十

六
年
初
夏
、

奥
会
津
田
島
町
に
妻
子
と

共
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、

抑
え
き
れ
ぬ
奥
会
津
へ
の
愛
着
か
ら
』

と
記
し
て
い
る
が
、

現
在
同
地
の
山
を

目
指
す
人
は
社
会
人
た
る
と
学
生
た
る

と
を
問
わ
ず
、
玄
関
口
の
田
島
町
で
著

者
の
恩
恵
を
こ
う
む
る
場
合
が
多
い
。

そ
の
環
境
を
愛
す
る
著
者
は
山
の
写

真
は
無
論
の
こ
と
、
寸
暇
を
見
つ
け
る

と
カ
メ
ラ
を
携
え
て
バ
イ
ク
を
走
ら
せ

る
。
風
景
、

民
俗
民
芸
、

野
仏
、
文
化

財
な
ど
撮
影
し
た
数
は
膨
大
な
も
の
で

本
書
は
そ
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
だ

け
あ
っ
て
、

傑
作
ば
か
り
で
あ
る
。
一

口
に
傑
作
と
言
っ
て
も
、

著
者
の
も
の

は
撮
影
が
巧
い
ば
か
り
で
な
く
、

著
者

の
人
柄
が
カ
メ
ラ
を
透
し
て
被
写
体
に

語
り
か
け
て
い
る
よ
う
な
温
か
な
味
を

感
じ
さ
せ
る
。

言
葉
を
変
え
れ
ば
、

郷
土
愛
が
に
じ

み
出
て
い
る
。
雪
の
深
い
道
を
行
く
人

物
、

栃
の
実
む
き
や
吊
し
味
噌
作
り
や

藁
沓
寺
つ
く
り
ゃ
木地
を
挽
く
人
々
。
曲

り
家
の
春
、

駒
止
湿
原
、

桧
枝
岐
か
ぶ

き
、

分
さ
れ
の
石
仏
、

雪
か
ら
首
出
し

た
六
地
蔵
。
ど
れ
を
見
て
も
、

じ
っ
く

り
腰
を
お
ろ
し
た
著
者
の
凝
視
が
そ
こ

に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
品
は
、

わ
れ
わ
れ
の

よ
う
に
稀
に
都
会
か
ら
出
か
け
て
、

駈

け
足
で
山
を
歩
き
麓
を
素
通
り
す
る
輩

に
は

、
到
底
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
地
方
に
住

月ν五のむtなかあるしと日、、s 、 楽作t決で"会でPなのをろしノrまた、、 集先楽νっま2 カもとしずミ、 でム全れカて宮1たたも0と、。ミゐ 集持u話のなたνよをちう2うりf 、、 重高志親深のむ治をめたし‘ 今年月耳信会会の本山目 集山霊童
水ムっ百;νてこ、 会員通信

む
誰
も
が
出
来
る
も
の
で
も
な
い
。
そ

の
意
味
で
も
本
書
は
高
く
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

内
容
は
大
別
し
て
奥
会
津
の
人
々
十

九
葉
、
奥
会
津
民
家
十
七
葉
、

奥
会
津

山
と
河
と
十
八
葉
、

信
と
祭
十
六
葉
、

南
山
の
野
仏
三
十
八
葉
、

文
化
財
九
業

他
に
奥
会
津
の
風
土
、

石
仏
、

味
、
歌

舞
伎
に
関
し
て
飯
塚
恒
夫

、

大
越
大
雄
、

酒
井
淳
、

室
井
康
弘
四
氏
の
随
筆
が
付

い
て
い
る
。
十
二
神
将
の
弥
動
、
地
蔵、

観
音
や
庚
申
道
祖
神
な
ど
野
仏
が
多
い

の
は
著
者
の
好
み
で
あ
り
、

除
外
し
た

分
を
加
え
れ
ば
こ
れ
だ
け
で
写
真
集
が

優
に
一
冊
出
来
る
筈
で
あ
る
。

書
名
『
南
山
の
道
』
の
起
因
は
、

私

は
詳
し
く
知
ら
な
い
が
、
往
昔
、

南
会

津
地
帯
が
「
南
山
お
蔵
入
り

」
と
呼
ば

れ
た
こ
と
に
あ
る
ら
し
い
。
謝
妄
評
。

(
A
4
判
一
四
二
ペ
ー
ジ
。
布
表
紙
函

入
。
一
九
七
五
年
一
月
、

会
津
若
松

市
歴
史
春
秋
発
行
。
三
四
O
O
円
)

(川
崎
精
雄
)

の
親
し
い
人
た
ち
一
玉
名
が
集
っ
て
き

た
。
楽
し
い
会
と
は
ど
ん
な
集
会
な
の

か
、
今
で
も
山
岳
会
に
は
集
会
係
が
あ

り

、

担
当
者
を
中
心
に
、

非
常
に
真
面

目
に
や
っ
て
い
る
よ
う
な

の
で
、

そ
の

中
に
入
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
だ
が
:

し
か
し
若
い
海
外
登
山
を
め
ざ
す
会

員
に
は
参
考
に
な
り
、

大
学
を
出
た
て

の
新
人
会
員
は
楽
し
く
つ
い
て
ゆ
け
る

が
、

わ
れ
わ
れ
中
年
層
の
者
た
ち
は
勇

気
が
な
い
の
で
、

な
か
な
か
集
会
に
入

っ
て
ゆ
け
な
い
。

誰
も
が
気
楽
に
集
れ
て
、

気
の
分
っ

た
人
た
ち
が
肩
の
こ
ら
な
い
話
し
合
い

の
で
き
る
場
が
欲
し
い
。
こ
ん
な
の
ぞ

み
を
か
な
え
る
集
会
が
、
山

岳
会
に
も

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
:
:
・
.

山
岳
会
の
ル
l

ム
は
海
外
遠
征
隊
の

集
り
や
、

役
員
会
の
た
め
に
は
も
ち
ろ

ん
使
用
さ
れ
、

会
員
の
た
め
の
ル
!
ム

と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

前
に
あ
っ
た
三

水
会
の
よ
う
に
、

気
楽
な
会
を
再
開
し

よ
う
で
は
な
い
か
と

、

話
が
ま
と
ま
っ

た
。楽

し
い
集
会
を
や
る
に
は
、

ま
ず
第

一
に
定
期
的
で
あ
る
こ
と
、

会
員
が
案

外
気
楽
に
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
る
目
、
こ

の
二
つ
が
な
い
と
永
続
き
し
な
い
よ
う

だ
。
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
第
三
水
曜
日

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

、

六
月
の
第

三
水
曜
日
か
ら
、

ま
ず
は
じ
め
る
よ
う

に
話
し
あ
っ
た
。

な
お
そ
の
第
一
回
準
備
集
会
と
し
て

七
月
十
九
日
(
水
)
夜、
山

梨
県
西
原
阿

七
月
五
日
逝
去
。
享
年
八
十
九
歳
。

六
月
十
四
日
(
土
)
新
緑
薫
る
後
楽

園
泊
徳
亭
で
開
催
し
ま
し
た
。

永
年
親
し
ん
で
お
り
ま
し
た
六
義
園

は
、

本
年
よ
り
人
員
、

時
間
と
も
に
規

定
が
厳
し
く
、

使
用
不
可
能
と
な
り
残

念
な
が
ら
会
場
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

麻
生
武
治
、

織
内
信
彦
、

島
田
巽
、

成
瀬
山
石
雄
諸
氏
に
珍
し
い
山
の
お
話
を

う
か
が
え
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま

す
。
(

小
原
晴
子
)

参
会
者

麻
生
武
治
、

今
村
正
一
一
、

今
井
喜
美

子
、

板
倉
勝
正
、

折
井
健
一
、

織
内

信
彦
、

大
野
俊
夫
、
川
森
左
智
子
、

金
坂
一
郎

、

川
崎
精
雄
、
近
藤
恒
雄

、

桜
井
信
雄
、

坂
倉
登
喜
子
、

佐
藤
久

一
朗、
島
田
巽
、

瀬
名
貞
利
、

成
瀬

岩
雄
、

中
屋
健
弐
、

沼
倉
寛
二
郎
、

古
沢
肇
、
牧
野
衛

、
松
丸
秀
夫
、

村
井
米
子
、
村
尾
金
二
、
山
崎
安
治
、

吉
田
久
兵
衛
、

渡
辺
公
平
。

幹
事
小
原
晴
子

、

神
崎
忠
夫
、

三

枝
礼
子
。

名
誉
会
員

一
枝
守
博
氏

第
一
八
固
有
志
閑
談
会

寺
沢
の
滝
見
荘
で
、

有
志
懇
談
会
を
開

催
し
、

む
か
し
の
J
A
C

ル
i

ム
(
お

茶
の
水
体
協
内
)
時
代
の
思
い
出
話
を

し
て
旧
交
を
あ
た
た
め

、
楽
し
い
集
り

を
持
っ
て
ゆ
こ
う
と
話
し
合
っ
た
。

(中
保

〉

( 8 ) 



明
治
十
九
年
誕
生
。
旧
名
威
之
介
。
東

京
高
等
商
業
(
現
一
橋
大
学
)
に
学
び

明
治
三
十
九
年
三
月
、
日
本
山
岳
会
入

会
、

会
員
番
号
三
五
番
。
明
治
四
十
一

年
七
月
、

白
馬
岳
か
ら
唐
松
岳
ま
で
後

立
山
山
脈
を
縦
走
し
、
大
黒
鉱
山
に
下

っ
て
再
び
五
龍
岳
に
登
り
、
カ
ク
ネ
里

に
下
る
。
翌
四
十
二
年
八
月
、
再
び
五

龍
岳
に
登
り
、

前
年
果
た
し
得
な
か
っ

た
鹿
島
鎗
ガ
岳
を
き
わ
め
て
冷
沢
に
下

る
。
さ
ら
に
四
十
三
年
夏
、
辻
本
満
丸
、

中
村
清
太
郎
氏
ら
と
扇一
沢
か
ら
爺
ガ
岳

鹿
島
槍
を
き
わ
め
引
返
し
て
針
ノ
木
峠

ま
で
の
諸
峰
を
踏
破
し
て
後
立
山
山
脈

の
縦
走
を
完
成
す
る
。
な
お
蓮
華
岳
へ

も
登
り
、
さ
ら
に
中
村
氏
と
二
人
で

平
、

ザ
ラ
峠
、

五
色
ガ
原
、
薬
師
岳
、

黒
部
五
郎
、

三
俣
蓮
華
を
経
て
槍
ガ
岳

か
ら
上
高
地
へ
下
り
、

余
勢
を
か
つ
て

辻
村
伊
助
氏
と
霞
沢
岳
へ
登
頂
。
三
枝

氏
の
名
は
後
立
山
山
脈
の
初
縦
走
者
と

し
て
登
山
史
に
残
さ
れ
て
い
る
。
因
に

五
龍
岳
と
い
う
山
名
は
同
氏
が
初
め
て

使
わ
れ
た
も
の
と
い
う

。

こ
の
他
に
も
明
治
四
十
二
年
七

月
、

烏
水
氏
ら
の
一
行
に
加
わ
り

南
ア
ル
プ

ス
の
白
峰
、

赤
石
岳
の
縦
横
断
を
行
な

っ
た
。

明
治
四
十
三
年
、
幹
事
に
選
ば
れ
て

会
務
に
参
画
し
、

昭
和
六
年
会
則
変
更

8
-
後
は
評
議
員
に
挙
げ
ら
れ
、

昭
和
十
六

ト
一
年
まで
在
位
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
名

目
一
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

佐
一
日
本
ア
ル
プ
ス
探
検
時
代
の
最
後
の

3

一生
存
者
で
あ
り
、

大
先
輩
で
あ
っ
た
三

山
一
枝
氏
の
逝
去
に
会
は
深
甚
な
る
哀
悼
の

(以
上
・
望
月
達
夫

〉

元
役
員
中
司
文
夫
氏

七
月
八
日
細
網
腫
腸
に
よ
り
逝
去
。

享
年
七
十
四
歳
。
明
治
三
十
四
年
二
月

誕
生
。
第
四
高
等
学
校
を
経
て
東
大
文

学
部
社
会
学
科
卒
。
昭
和
八
年
七
月
辻

本
満
丸
、

岡
田
元
両
氏
の
紹
介
に
よ
り

日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
一
四
六

一
番
。
昭
和
十
一
年
十
二
月
理
事
、
昭

和
十
六
年
二
月
常
任
評
議
員
、
昭
和
二

十
一
年
ま
で
約
十
年
閉
会
務
に
尽
く

し

た
。
殊
に
昭
和
十
二
年
六
月
下
旬
、
模
、

黒
田
両
氏
と
共
に
上
高
地
に
至
り
ウ

エ

ス
ト

ン
師
寿
像
の
建
設
予
定
地
を
検
分

す
る

等
、
間
像
建
設
に
尽
力
し
、
ま
た

昭
和
十
六
年
社
団
法
人
改
組
に
さ
い
し

て
は
、

そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
努
力
し

た
。

『
山
岳
」

お
年
3
号
に
「
毛
猛
遠

山
行
」
の
寄
稿
が
あ
る
が
、
昭
和
八
年

七
月
の
紀
行
で
、
こ
の
山
域
の
登
山
記

録
と
し
て
は
恐
ら

く
初
め
て
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

中
司
氏
の
逝
去
に
対
し
本
会
は
深
甚

な
る
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。

葬
儀
は
七
月
十
日
江
東
区
大
島
町
の

大
島
団
地
で
行
な
わ
れ
、
本
会
か
ら
生

花
を
供
え
た
。

意
を
表
す
る
。

葬
儀
は
七
月
九
日
、
府
中
市
白
糸
ム
口

の
自
宅
で
挙
行
さ
れ
本
会
か
ら
生
花
、

弔
辞
を
供
え
た
。
喪
主
守
維
氏
も
本
会

会
員
で
あ
る
。

な
お
、

故
人
の
遺
志
に
よ
り
日
本
山

岳
会
に
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ヒ
ラ
リ

l

基
金
へ
の
応
募
を
ポ
ン
ゴ
ス
南
峰

こ
の
十
数
年
間
ヒ
マ
ラ
ヤ

・

ソ
ロ
ク
一
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
ま
す
。

ン
ブ
地
域
に
お
け
る
シ
ェ
ル
パ
族
の
医
一
五
月
三
日
に
リ
マ
を
発
ち
、
コ
ル
デ

療
、

教
育
そ
の
他
の
社
会
事
業
に
献
身
一
ィ
エ
ラ
・

プ
ラ
ン
カ
の
登
山
基
地
ワ
ラ

し
て
こ
ら
れ
た
サ

l

・
エ
ド
モ
ン
ド

・

一
ス
に
入
り、司
o
z
c
o
ω
ω
C
河

(
五
六

ヒ
ラ
リ
ー
は
、
去
る
三
月
末
、
カ
ト
マ
一
八
八
メ

ー

ト
ル
〉
に
五
月
二
十
日
、

登

ン
ズ
に
て
思
い
が
け
ぬ
飛
行
機
事
故
の
一
頂
し
ま
し
た
。
リ
オ
ネ
ル

・

テ
レ
イ
も

た
め
ル
イ
ス
夫
人
と
令
嬢
ベ
リ
ン
ダ
さ
一
登
っ
た
山
と
か
で

、

わ
れ
わ
れ
は
四
登

ん
を
一
瞬
に
し
て
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
一
か
五
登
ら
し
い
の
で
す
が

、

日
本
の
隊

た
。
し
か
し
氏
は
こ
の
深
い
悲
し
み
の
一
は
い
ま
ま
で
登
っ
て
い
な
い
は
ず
で
す

な
か

、
亡
き
夫
人
の
た
め
に
も
こ
れ
ら
一
か
ら
、
吉
沢
一
郎
さ
ん
に
こ
の
こ
と
を

の
事
業
を
完
成
す
べ
く
前
に
も
ま
し
て
一
情
報
と
し
て
伝
え
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で

熱
意
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
一
す
。
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

ク
ン
デ
l

の
病
院
・

八
ヵ
村
の
学
校
経
一
メ
ン
バ
ー

営
の
ほ
か
、

目
下
建
設
中
の
新
た
な
病
一
早
坂
敬
二
郎
(
東
京
農
大
山
岳
部
O

院
の
完
成
に
は
多
大
の
経
済
的
負
担
が
一

B
)

あ
り
、

最
近
の
手
紙
に
も
日
本
の
友
人
一
柴
田
直
樹
(
神
奈

川
大
O
B
)

達
の
薬
品
お
よ
び
金
銭
の
応
援
は
非
常
一
飯
野
和
男

(
M
)

に
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
き
一
五
月
十
三
日
、
ラ
グ
ナ

l

・

ゲ
シ
ュ

て
お
り

ま
す
。

一
ケ
、
五
月
十
四
日
、

ラ
グ
ナ
l

・
パ
ン

こ

の
ヒ
ラ
リ

l

氏
の
事
業
を
支
援
す

一バ
ラ
ホ
に
B
C

、

五
月
十
八
日
、

c
l

る

募
金
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

一
建
設
(
ポ
ン
ゴ
ス
南
峰
よ
り

派
生
す
る

募
金
に
お
力
添
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

一北
尾
根
の
末
端
)
、
五
月
二
十
四
日
、
午

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一前
六
時
半
、
西
側
を
流
れ
る
氷
河
を
一

募
金
要
領
・

一
時
間
あ
ま
り
登
っ
て
北
尾
根
に
と
り
つ

郵
送
の
場
合
・
宛
先
・
〒
出
川
崎
一
き
、
稜
線
上
の
最
も
大
き
な
岩
峰
を
右

市
多
摩
区
生
田
九
三
九
八
番
地
、

清
野
一
に
一
ピ
ッ
チ
半
受
り、
そ
れ
よ
り
北
西

恒

一尾
根
と
の
交
差
す
る
地
点
に
出
来
て
い

銀
行
振
込
の
場
合
・

三
菱
銀
行
登
戸

一
る
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
帯
の
下
ま
で
コ
ン
テ

支
店
「
ヒ
ラ
リ
ー
を
励
す
会
」
口
座
番

一ィ
ニ
ュ
ア
ス

(
9
-
m
A
M
)
、
さ
ら

に

号
・
二
五
八
|
四
二
六
三
三
七
二
一
氷
の
弱
い
と
こ
ろ
に
で
き
て
い
る
ル
ン

期
間
五
十
年
八
月
末
日
ま
で
と
す

一ゼ
を
直
登
、

頂
上
台
地
に
続
く
急
斜
面

る
が
、

状
況
に
よ
っ
て
延
期
。

一を
経
て
ポ
ン
ゴ
ス
南
峰
頂
上
(
ロ
・

ω

〈

ヒ
ラ
リ
ー
を
励
ま
す
会
事
務
局
〉
一
P
M
)、
C
1

帰
着
5

・

∞
P
M
。

鞠

折
井
健
一
、

佐
藤
テ
ル
、

清
野
恒
一
五
月
二
十

一日
、

C
1

1
B
C

。

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
日
発
行

旧
東
京
都
文
京
区
湯
島
一
!
六

l

一

利
根
川
商
事
側
さ
く
ら
ピ
ル

発
行
所
路
一
日
本山
岳
会

発
行
者
今
西
錦
司

編
集
代
表
大
森
久
雄

(
制
)
二
二
入
六
(
代
表
〉

振
替
口
座
東
京
間
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

織
内
信
彦
宛

今
年
度
の
会
費
未
納
入
の
方
は
、

至

急
納
入
く
だ
さ
い
。
会
費
は
次
の
と
お

り
で
す
。

本
東
京
都
、

神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
各

県
在
住
者
H

八
五
O
O
円
。

*
そ
の
他
の
国
内
在
住
者
H

六
0
0
0

円
。
*
国
外
在
住
者
H

お
米
ド
ル
。

五
月
二
十
二
日
、

ア
タ
ッ
ク
。

毎
日
定
期
的
に
雪
が
降
っ
た
り
ガ
ス

が
出
た
り
の
天
候
で
し
た
が

、
す
ば
ら

し
い
山
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
二
週
間
ば
か
り

の
予
定
で
ア
ル
パ
マ

ヨ
の
B
C

や
ワ
ス
カ
ラ
ン
一
周
の
ト
レ

ツ
キ
ン
グ
、
そ

の
後
ワ
イ
ワ
ッ
シ
ュ
山

群
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。

そ
れ
か
ら
先
は
エ
ク
ア
ド
ル
に
入
り
、

チ
ン
ボ
ラ
ソ

ー

を
試
み
る
予
定
で
す
。

な
お
、

さ
き
に
北
尾
根
と
い
っ
た
の

は
、
ベ
ル
l

ビ
ア
ン

・

タ
イ
ム
ス
発
行

の
〉

Z
U
H2
5
7
向O

J円
。
戸
〉
(U
H
Oi

F
0
2
〉

誌
日
号
の
中
の
ド
イ
ツ
隊
の

記
録
に
「
北
尾
根
より
」
と
あ
る
の
で
、

多
分
こ
の
尾
根
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
五
月
二
十
七
日
、
ヮ

ラ
ス
に
て
。

(
早
坂
敬
二
郎
)

( 9 ) 
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くA変型208頁 〉定価3 ， 600円

いろり』また南会津山の会
< B24 どり判320頁 〉定価 1 ， 900円

すこし昔の話
初見一雄著作\1 :/、 判400 :rü定イ面 1 ， 200円

ブータン感傷旅行
小方全弘著 〈粥刑) 280頁〉定価980円

登頂ゴジュンパ・カン
高橋進繍 < A 5 -1<') 350頁〉定価900円

3 ，∞o円
2 ， 500円
2 ， 300円
2 ， 000円
2 ，。∞円
2 ， 200円
2 ，。∞円

山で唄う歌1集・ 2集
戸聖子昭・朝倉宏編

<A 6 判 126頁 > 1 集240円・ 2 集280円

屋久島・美しい豊かな自然
赤星畠編 <B 6 判202頁 〉定価480円

日高山脈北大山の会編
〈菊判362頁〉定価2 ， 200円

吉沢一郎古橋記念論集

カラコラム
<B 5 判200頁〉定価3 ， 4∞円

68年
67与三
66年
65年
64 -'1三

63年
62年

LiI 岳示
日本山岳会編

<A 5 判 〉

1 ， 000円総索引

かんあおい
山下一夫著 <A 5 '1'日〉定価2 ， 6∞円

遥かなる未踏の尾根
7カルー 1970年

日本山岳会東海支部
< B 5 判 430頁 ・ カラー 64 J"l: >定価4 ， 800円

シプトンの自叙伝 大賀二郎・

未踏の山河倉知敬訳
<A 5 判 440頁 〉定価 1 ， 9∞円

山に忘れたパイプ
藤島敏男著 〈菊半1)584頁〉定価2 ， 50口円

森林・草原・氷河
加施泰安箸 < A 5 -1" )482頁〉定f面 1 ， 500円
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承
認

・
委
員
会
報
告

各
警
貝
会
メ
ン
バ
ー

が
決
定
、
行
事
予
定

に
つ
い
て
は
各
委
員
会
よ
り
詳
細
が
別
に
発

了
承

・

武
蔵
大
学
山
岳
部
と
ド
ン
グ

リ
山
の
会

カ

ラ

コ
ル
ム
合
同
遠
征
隊
一
九
七
六
年
、

都
岳
連
へ
推
薦
状
交
付
の
件
(
浜
野
)

承
認

・
エ
ベ
レ
ス
ト

日
本
女
子
登
山
隊
帰
国
と

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

の
件
(
高
遠
)

六
月
八
日
に
一
部
帰
国

、

六
月

一九
日

に
隊
の
大
部
分
が
帰
国
、
六
月
二
O
日
に

文
部
省

、

日
本
山
岳
会
、
読
売
新
聞
、
日

本
テ
レ
ピ
の
後
援
四
団
体
で
歓
迎
祝
賀
会

を
開
催
、
七
月
一
日
よ
り
関
か
れ
る
「日

本
女
子
登
山
隊
エ
ベ
レ
ス
ト

初
登
頂
展
」

に
後
援
(
名
義
使
用
)

B

月
理
事
会

(6
月
6

日
午
後
6

時本
会
ル
l
ム

〉

・
出
席
者

今
西
会
長
、
織
内

、

望
月
副
会

長
、
浜
野

、

高
速
、
山
本
健
、
近
藤

、

小

倉
、
山
本
良
、
大
森
、
大
倉
、
田
村
俊
、

神
崎
、
橋
本
、
田
村
宏
、
浅
田
各
理
事
、

林
監
事
、
小
原、

浜
野
、
折
井
各
評
議
員

(
委
任
)
皆川
、
原
、
黒
石

、

浜
口
各
理
事、

宮
下
評
議
員

-
議
事

・

常
任
註
祖
岡
田
貝
が
決
定
(
浜
野
)

小
原
勝
郎

、

佐
藤
テ
ル

、

浜
野
正
男
、
折

井
健
一
、宮
下
秀
樹
各
評
議
員
が
常
任
評

議
員
と

な
る
。

-
山
研
運
営
に
つ
い
て
(

小
倉
)

山
研
建
設
費
が
ま
だ
不
足
で
あ
る
の
で

過
去
の
募
金
状
況
と

建
設
関
係
の
収
支
を

は
っ
き
り
さ
せ

、

財
務
で
検
討
の
上

、

今

後
の
方
針
案
を
出
す
。
募
金
に
は
協
力
さ

れ
た
い
。

…
会
務

報

d::. 
1:1 

表
さ
れ
る
の
で
省
略

・

総
務
〈
担
当
理
事
〉
浜
野
吉
生
、
高
速

宏・

財
務
(
委
員
長
)
折
井
健
一
(
委
員
)

高
速
宏
、
宮
下
秀
樹
、
中
島
究
(
担

当
理
事
〉
山
本
健
一
郎

・

山
岳
編
集
(
委
員
)山
崎
安
治
、
金
坂

一
郎
、
高
遠
宏

、

中
島
究
、

山
本
良

三
、
雁
部
貞
夫

、

節
田
重
節
(
拘
歪
理
事
)

近
藤
信
行

・

会
報
編
集
(
委
員
長
)
山
崎
安
治
(
委

員
)
片
山
金
平

、

近
藤
信
行
、
高
速
宏

小
倉
厚
〈
担
当
理
事
)
大
森
久
雄

-
山
日
記
編
集
(
委
員
)
上
原
真
て
井

口
邦
利
、
池
戸
誠
二
郎
、
安
一
勝利
亮
〈
担

当
理
事
)
皆
川
完
一

・
山
研
(
委
員
長
)
折
井
健
一
(
委
員
)

高
山
忠
四
朗
、
安
彦
六
郎
、
小
原
晴
子、

高
速
宏
、
羽
賀
育
子
、
浜
野
吉
生
、
田

村
宏
明
(
担
当
理
事
)
小
倉
蓋
子

・

集
会
(
委
員
長
)
西
奥
亮
平
(
委
員
)

河
村
憲
二
、
小
原
俊
、
井
口
邦
利
、
矢

口
陽
一

、

伊
丹
紹
泰
、
東
原
進
、
淵

博
美

、

辻
和
毅
、
福
島
健
一
、
渡
辺
伝

良
、
一
紋
田
晴
重
、川井
ヨ
シ
ノ
、
野
口
昌

子
、

小
林
政
志
、
岡
沢
修
一
(
担
当
理
事
)

神
崎
忠
男
、
浅
田
治
男

・

海
外
連
絡
(
委
員
〉
吉
沢
一
郎
、
近
藤

等
、
牧
野
文
子

、

鈴
木
郭
之

、

関
口
周
也

、

丹
部
節
雄

、

秋
田
し
お
み
、
松
沢
憲
夫
、

吉
田
隆
三
〈
担
当
理
事
)
田
村
俊
介
、
田

村
宏
明

・

指
導
ハ
委
員
長
〉
山
崎
安
治
(
委
員
〉

金
援

一郎
、
川
上
隆

、

松
永
敏
郎
、
宮

下
秀
樹
、
中
川

武
、
宮
崎
紘
一
、橋
村

一
豊、
高
橋
聡

、

河
野
長
、
神
崎
忠

男
、
橋
本
清

、

牧
野
内
昭
武
、
小
川

武
、

長
盗
憲
司

、

浜
口
欣
一

、

小
西
政
継
、

三
渡
忠
臣
、
広
田
婿
典
、
薮
田
晴
重
(
担

当
理
事
)
田
村
宏
明

、

大
倉
島
身

・

医
療
(
委
員
長
)
辰
沼
広
吉
(
委
員
)

田
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